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３日間計約120名の参加者が熱のこもった議論を行いました 

　１月９～11日の３日間、美津島文化
会館でツシマヤマネコ保全計画づくり
国際ワークショップ(以下、WSとする)
と市民WS「対馬もヤマネコも－ツシマ
ヤマネコと共生する地域社会づくりを
目指して－」が開催されました。 

＜国際ワークシ＜国際ワークショップ＞ ョップ＞ 
　国際WSの参加者は３日間合わせて約
120名。国内外の専門家、行政、そし
て３日目からは地元対馬の市民代表も
加わり議論しました。ヤマネコの厳し

い現状や減少要因などの説明を受けた後、参加者は各自の専門分野に従い、４つのグループ
(ツシマヤマネコと共生する地域社会づくり/生息域内保全(個体群存続可能性評価(PVA)・モ
ニタリング)/飼育下繁殖/感染症対策)に分かれて議論しました。今回のWSの特色は、様々な

＜市民ワークショップ＞ ＜市民ワークショップ＞ 
　11日夜には、一般市民も加わり市民WSが開催されました。
国際WSで議論を行った各グループから３日間の成果が発表さ
れ、そこで新たに参加者からの意見が加えられました。市民
WSの最後には「対馬もヤマネコも－共に生きる未来のための
メッセージ」(３ページに掲載)を、未来の対馬を担っていく
高校生が代表して発表し、WS参加者で採択しました。 
　国内外から多くの人が参加した３日間の議論の中で、「ヤ
マネコをはじめとする対馬の自然との共生」に一定の方向性
が見えてきました。今後この成果を実現していくためには、
WSに参加した人の行動だけではなく、何より対馬に住む皆さ
んの理解と協力が不可欠です。このWSをスタートにして「自
然と共に生きる、活気あふれる対馬の未来」をみんなで一緒
につくっていきましょう。 

グループ毎に中間報告をし、他のグ
ループとも意見交換を行いました 

 

参加者を代表して、高校生がWSから
のメッセージの発表を行いました 

ワークショップの成果については次ページ以降に掲載しています。是非ご覧下さい。 

分野からの参加者ひとりひとりが、当事者意識を持って人
とヤマネコの共生を考えることです。そのために、何が課
題で、何を行うべきで、それに対して、何が自分に出来る
か、様々な知恵を出し合い積極的に話し合いました。途中
より広い視野で考えるために全体会合を行い、他のグルー
プとも意見を交換しながら達成目標を設定し、その達成に
向けた実現可能な計画やその方向性を話し合いました。 

－国際ワークショップ及び市民ワークショップ開催－ 
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 新職員紹介！　朝倉 みづほ（動物看護士、飼育担当） 
　ヤマネコに釣られて、約10年住み慣れた土地をアッサリと捨て、ヤマネコよりも重いデ
カ猫2匹をかついでやってきました。今では対馬の美しさにも魅了され、気分も頭も日々ル
ンルン♪ センターでは、すばらしい仲間に恵まれて、その優秀さに感心するばかりです。 
　更にセンターを支えて下さる地元の方々のご理解、協力、そして温かさ。心がじ～んと
温まります。盛り上がれ対馬よ！いつまでも、対馬が対馬であるために！ 

 日時　 年齢　   性別　　 体重(g)　　　 場所　　　　　　    詳細　　　　　
10/16　亜成獣　　♂　　  1,440　   上県町御嶽公園付近　　交通事故 
11/30　亜成獣　　♀　　  1,180　　 上対馬町芦見　　　　　死因不明　　　　
12/29　亜成獣　　♀      1,400　   上対馬町舟志          交通事故 

　昨年の10月から12月までに3頭のヤマネコの死体が
発見されました。1頭の死亡を防ぐことがヤマネコ全 

ヤマネコニュース 
体を守ることに繋がります。この時期は発情期でオスがメスを求めて移動が盛んになる季節
です。ドライバーの皆さんは事故を起こさないよう、安全運転をお願いします。 

ヤマネコも車に気をつけて！ 
　これまでの交通事故対策は、ドライバーに対して安全運転を
呼びかけるものが主でしたが、この度「ヤマネコ自身にも注意
を促す」取り組みがスタートしました。 
　交通事故多発地点2ヶ所に、対馬地方局道路課が計10個の反射
板を設置。車のライトが当たると、人の目には見えない赤い光
が森の中に反射し、交通事故の多い夜間、光でヤマネコに注意
を促します。計画の際には現場にセンター職員も同行し、ヤマ
ネコの生態や行動を配慮した設置場所の検討も行いました。 
　今後は、道路部局や専門家を交えた「交通事故対策連絡協議
会（仮称）」を組織することが国際WSでも提案され、様々な視
点から交通事故対策が進められる予定です。 

― 県が事故多発地点に反射板設置 ― 

上県町樫滝地区に設置された反射板 

○ヤマネコと共生する地域社会づくり 

・なぜヤマネコが大事なのか、ヤマネコの様々な 

　価値を明確にし共有する 

・関係機関や市民と連携をとりあう 

・ヤマネコに関する必要な情報を収集・整理し、 

　発信できる仕組みをつくる 

・対馬の様々な産業活性化にヤマネコを活用する 

・公共事業に、対馬ならではの視点でヤマネコや 

　自然環境の保全・再生を積極的に取り入れる 

○生息域内保全(PVA・モニタリング) 

・10年後の野生下の個体数を現在より10％増やす 

・生息地(個体群)をこれ以上分断しない 

・10年後までにはヤマネコの交通事故をなくす 

   * PVA：個体群存続可能性評価 

○感染症対策 

・ノラネコをゼロにする 

・飼い猫の感染症率をゼロにする 

・飼い猫の個体登録条例制度を目指す 

・適正飼育の普及に努める 

○飼育下繁殖(関連記事４・５ページ) 

・飼育下繁殖の必要性や目標について地域と共 
　有する 

・飼育下繁殖個体群を遺伝的多様性を保ちなが 

　ら、計画的に100頭前後まで増やす 

・ツシマヤマネコ繁殖委員会(仮称)を設置する 

・対馬に再導入のための施設を整備する 

・定期的なファウンダの導入を行う 

・人工繁殖技術研究に取り組む 

　ワークショップ全体の報告書は、主催者のPVA実行委員会から４月中に環境省はじめ各関
係機関に提案される予定です。環境省としては、この提案について、可能な事から保護増殖
事業に取り入れ、長崎県や対馬市、専門家、関係者、そして市民の皆様と協力し、早期に取
り組んでいく予定です。 

ワークショップからの提案(一部) ワークショップからの提案(一部) 
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 私たちのしま「対馬」。大陸と日本を結ぶところに位置する対馬は、山と海に抱か

れ、豊かな自然の恵みや、悠久の歴史とともに生きてきた島です。 

 対馬にはどこか昔なつかしい景色が各地に残り、そこに暮らす人たちも、都会の人

が失ってしまった何かをまだ持っています。ツシマヤマネコは、そのような対馬の

自然の中で人々とともに今日まで暮らしてきました。 
 

 かつて、ツシマヤマネコは対馬全域に広く分布していました。しかし、最新の調査

結果ではその数が、80～110頭と次第に減ってきていることが分かりました。ヤマ

ネコの姿が全くみられなくなってしまった地域もあります。このままでは、いつか

対馬からヤマネコが居なくなってしまう日が来るかもしれません。 
 

 この3日間、私たちはツシマヤマネコの唯一のふるさとであるここ対馬で、市民、

行政、そして、専門家などが集まり、ツシマヤマネコをはじめとする自然と、これ

からも共に生きていくための知恵を持ち寄り、今、私たちは何をしなければならな

いかを話し合うためのワークショップを開きました。 
 

 ワークショップでは、「ツシマヤマネコと共生する地域社会」すなわち、「人が安

全快適に暮らし、自然と共に生きる対馬」をみんなで創っていくことが提案されま

した。 
 

 具体的には、孫と暮らせる豊かな対馬であり続けるために、自然を活かした農業・

林業・観光業を推進しよう。自然そして命を大切にするために、飼っている全ての

動物を最後まで責任を持って飼おう。子供たちが地域の自然や文化についてもっと

身近に学び、体験できるようにしよう。ツシマヤマネコを対馬の豊かな自然の象徴

として守り、増やしていこう。対馬の宝、日本の宝、そして世界の宝としてツシマ

ヤマネコを絶やさないように、みんなで知恵を出し合って協力しよう、などの目標

のために、さまざまな取り組みを行っていくことが提案されました。 
 

 対馬の人もツシマヤマネコも安心して生きていくことができる地域をつくること

は、私たち市民にとって、本当の豊かな暮らしをつくること。「対馬もヤマネコ

も」。それが実現した時、対馬に人々の笑顔と誇りが満ちあふれ、動物たちも安心

して暮らすことができるでしょう。　 
 

 このワークショップをスタートとして、ツシマヤマネコをはじめとする対馬の自然

と共に生きる、活気あふれる対馬の未来を一緒に創っていきましょう。 
 

平成18年1月11日 

ツシマヤマネコ保全計画づくり国際ワークショップ 

市民ワークショップ 

　参加者一同 

対馬もヤマネコも 
― 共に生きる未来のためのメッセージ ― 
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＊１ 再導入施設

＊２ ファウンダ

￥ 

＊３ 分散飼育

①　ファウンダ導入①　ファウンダ導入　1996年から現在まで、合計6頭の野生個体が飼育下繁殖の原資（ファ
ウンダ）として福岡市動物園に導入され、そのうち4頭のヤマネコが繁殖に成功しました。
しかし、この数は近親交配を避けるためには十分ではありません。 
 

②　分散飼育②　分散飼育　2000年にはじめて成功して以来順調に繁殖が進み、飼育下繁殖個体群は現在
までに22頭になりました。しかし、このまま福岡市動物園だけで飼育を行うと、万一、感染
症の流行や事故が起こった場合に、一度に多くの個体を失ってしまう可能性があります。ま
た、飼育個体数がさらに増えれば、施設、資金、人材もさらに多く必要となります。 
　それらの問題を解決するためには、対馬野生生物保護センターや複数の協力動物園などで
分散してヤマネコの飼育下繁殖を進める必要性が指摘されています。現在、環境省では平成
16 年発表の再導入基本構想に基づき、( 社 ) 日本動物園水族館協会とツシマヤマネコ飼育下
繁殖の協力体制づくりに向けた話し合いを行っています。 
 

③　安定した飼育下繁殖個体群の確立③　安定した飼育下繁殖個体群の確立　近親交配を避け、「ファウンダの遺伝的多様性の90
％を100年間維持する」という世界的な基準を満たした状態が「安定した飼育下繁殖個体群
」とされます。国際ワークショップでのシュミレーションでは、ツシマヤマネコでその基準
を満たすためには、約100頭まで飼育下個体群の数を増やし、それを維持する必要があるこ
とが示されました。少し増えたからといって無計画に再導入を行うと、飼育下の個体群を多
数失ってしまう危険性があるため、100頭前後を長期間維持する必要があります。 
 

④ 再導入④ 再導入　ひとたび安定した飼育下繁殖個体群が確立できれば、100頭以上に個体を増やし
、ツシマヤマネコの生息がみられなくなった地域に再導入することも可能になります。その
ためには、その再導入する地域でヤマネコが暮らせるように、自然環境の回復・改善を行う
ことが前提になります。再導入を成功させるためには、さらにヤマネコの生態についても調
べる必要があります。その調査結果は、野生個体群の保護にも活用することができます。 
　また、繁殖や野生順化訓練を行うための再導入施設を対馬内に設置する必要もあります。 

対馬で暮らすヤマネコを守るための飼育下繁殖個体群づくり対馬で暮らすヤマネコを守るための飼育下繁殖個体群づくり対馬で暮らすヤマネコを守るための飼育下繁殖個体群づくり対馬で暮らすヤマネコを守るための飼育下繁殖個体群づくり
○　安定した野生個体群回復のための飼育下繁殖の目的 
１．緊急避難的な種の保存＝ノアの箱舟   
    →生息地で安定して暮らせるように 
　　　なるまでの避難 
２．野生個体群保護対策の補完(再導入など) 
３．科学的データの収集と解析 
　　→ヤマネコの保護対策に応用 
４．ツシマヤマネコを全国の人に知らせる 

《現在の飼育下個体群事業の課題》 
１．長期的な飼育下繁殖実施計画づくり 
２．資源の不足（資金・施設・人材） 
３．市民への情報提供と社会的理解を得る 
４．近親交配の問題（ファウンダの不足） 
５．再導入の準備（再導入施設など） 

■　飼育下繁殖個体群の確立と再導入が可能になるまでの流れ ■　飼育下繁殖個体群の確立と再導入が可能になるまでの流れ 

上島の野生個体群 
　＝８０～110頭 

対馬野生生物保護センター 
8頭（飼育下繁殖個体） 

目標＝安定した野生個体群の回復 

下島の野生個体群 
＝ほぼ絶滅状態？ 

再導入施設 

対馬（生息域内） 

③　安定した飼育下繁殖個体群 
　　目標＝約100頭を確立・維持 
　　環境省の繁殖委員会（仮称） 
　　で個体群の維持管理を行う。 

協力動物園   協力動物園 

福岡市動物園 
14頭 

飼育下繁殖個体群 

②　分散飼育 

対馬島外（生息域外） 

④　環境が回復し、 
　生息可能になった 
　段階で再導入 

①　野生個体群から 
　　のファウンダ導入 

②　分散飼育 
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　2004 年 12 月に完成した一時収容施設では、福岡市動物園で生
まれ、里帰りしたツシマヤマネコを飼育中です。彼らは飼育下繁
殖個体群づくりの一員として一時的にここで暮らしています。 
　一見みな同じに見えるツシマヤマネコたちですが、人と同じよ
うに顔も性格も異なり、それぞれ個性があります。 

 

 

№28 オス 
[2004年4月19日生まれ] 
№29 と兄弟です。№29 よ
り控え目ですが、好奇心
旺盛で、いつも私たちの
方が観察されています。 
 

№29 オス 
[2004 年 4月 19 日生まれ ] 
線は細いですが何にでも
興味を持ちます。気性が
荒く、お腹が空いたとき
はイライラしています。 

 

№25 メス 
[2004 年 4 月 10 日生まれ ] 
№12と年違いの兄弟です。
顔は№12に似ていますが、
性格は反対で臆病です。 
 

№12 オス 
[2002 年 4 月 9 日生まれ ] 
年長でもうすぐ 4 歳にな
ります。体は一番大きい
ですが、小石などで一人
遊びをします。 
 

№17 メス 
[2003 年 4 月 7 日生まれ ] 
№22 とは年違いの兄弟で
す。ヤマネコにしては耳
が大きく、特徴的な顔を
しています。 

№23 オス 
[2004 年 4 月 3 日生まれ ] 
発情期に入り落ち着きが
ありません。盛んに尿ス
プレーをします。一番の
食いしん坊です。 
 

№22 オス 
[2004 年 3月 28日生まれ ] 
活発に運動します。いつ
も走り回っていますが、
疲れると棚の上でぐっす
り寝ています。 

№24 メス 
[2004 年 4 月 3 日生まれ ] 
性格は神経質で寒がりで
す。一番の美人ですが、
よく背中に寝癖をつけて
います。 
 
 

 

 

 
 
 

飼育下で生まれ
た 8 頭のツシマ
ヤマネコたちを
紹介します！ 

 

 

 

飼育下生まれのヤマネコ紹介 
センターで飼育中の 

　野生のツシマヤマネコの個体数は現在 80 ～ 110 頭と推定され、生息地の中でヤマネコを
守ることは最も優先される課題です。しかし、ヤマネコ保護には、さまざまな社会的要因が
絡み、今日、明日に簡単に解決できるものではありません。10 年で約 10％もの個体数の減
少や生息適地の減少が進む中、絶滅を阻止するために、これからも試行錯誤が続きます。 
　ツシマヤマネコは、対馬の、日本の、そして世界の大切な財産です。その大切な財産を永
遠に失うことが無いよう、このツシマヤマネコ飼育下繁殖事業は、日本各地の関係機関や専
門家からの多大な資金的、労力的、知識的な協力を頂いて行われています。 
　世界で過去に絶滅した野生生物の中には、飼育下繁殖への取り組みが遅すぎたこと、ある
いは近親交配が原因で繁殖が成功しなかったことで、その姿を永遠に消してしまった種もあ
ります。ツシマヤマネコの飼育下繁殖の成功は、毎年ニュースになり、もはや当たり前のよ
うですが、一般にネコ科野生動物の繁殖は難しく、この成功は貴重な成果なのです。この成
果を生かし、近親交配を避け、野生個体の遺伝子を十分保ちながら約 100 頭を安定的に維持
できる飼育下繁殖個体群を確立することがツシマヤマネコの飼育下繁殖事業の次の目標で
す。その実現によって野生個体群保護につながる再導入などの取り組みがはじめて可能にな
ります。ツシマヤマネコが対馬でいつまでも暮らすことができるよう、これからも皆さまの
ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

対馬の宝、日本の宝を守るために 対馬の宝、日本の宝を守るために 



　11月のお散歩観察会は、「野鳥の巣箱づくりに挑戦！」でし
た。午前中は棹崎公園で巣箱を利用する鳥、利用しない鳥を実際
に観察して、野鳥の暮らしについて学び、午後から巣箱づくりを
始めました。親子で巣箱をつくり始めたのですが、いつのまにや
ら一番夢中になっているのはお父さんです。もちろん親子の共同
作業で巣箱は完成しましたが、普段は子どもたちが見る機会の少

2月3月の観察会 

■3月26日（日） 
13：00～14：30 

棹崎春の植物観察会 
初春の植物の代表格、
スミレの仲間を中心
に、棹崎の植物を観察
します。 

■2月26日（日） 
13：00～14：30 

棹崎冬の野鳥観察会 
メジロやヒヨドリな
ど、ツバキの蜜を吸い
に棹崎にやってくる野
鳥を観察します。 

ない、お父さんの真剣な姿も見ら
れる観察会となりました。 
　午前中に観察できた鳥は、メジ
ロ・ヒヨドリ・ハヤブサ・ミサ
ゴ・キクイタダキなど。完成した
巣箱は、小鳥が使う様子をいつで
も観察できるようにと、参加者の
おうちの近くに掛けてもらいまし
た。春が楽しみですね♪ 

さあ、お外に 
でかけよう！ 

　島には、長い時間をかけ、独自の進化をとげた生き

物が数多く息づいています。しかし今、人によって持

ち込まれた「外来種」により、島の貴重な生き物たち

の生息がおびやかされています。昨年11月23日、この

外来種をテーマとする市民シンポジウム、「対馬もヤ

マネコもー対馬のすばらしい自然とその危機ー」が美

津島文化会館で開かれ、約120名が参加して熱心に意

見を交換しました。 

　シンポジウムでは、沖縄や奄美、小笠原、グアムな

ど多くの島々で、そして対馬で実際に起きている外来

外来種 予防三原則 ―「入れない」「捨てない」「拡げない」!

親
子
で
巣
箱
づ
く
り
♪ 

種の影響や対策についての紹介がありました。どの島でも、ひとたび外来種がはびこると、

対策には大変な労力・費用・時間がかかり、それでも解決が難しいことが報告されました。 

　また、全国的に問題になっているアライグマやタイワンリスが長崎県内で生息域を拡大し

ているという報告もありました。専門家の先生からは、神奈川県ではアライグマが自分で

フェリーに乗って千葉県に移動しているという実例紹介があり、新たな外来種が対馬にいつ

入ってきてもおかしくないというコメントも聞かれました。 

　まず、島に外来種を入れないこと、そしてペットは捨てずに最後まで責任を持って飼うこ

と。このシンポジウムでは、外来種問題の予防のためには「入れない」「捨てない」「拡げ

ない」の一人一人の心がけが、最も大事であることを参加者全員で確認し合いました。 

外
来
種
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見
を
交
換 
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 「とらやまの森」は対馬島内全戸配布で
す。センターのカウンターからもご自由
にお持ち帰り頂いていますが、島外の方
は定期購読も受付けています。詳細はセ
ンターまでお問合せください。またバッ
クナンバーも同様に受付けております。 
　第32号は2006年4月発行の予定です。 

 通常は月曜が休館日ですが、月曜が祝祭
日の場合は開館し、その翌日が休館日とな
ります。また臨時休館することもあります
ので、その都度ご確認ください。 
　    2月  6日、13日、20日、27日 
　    3月　6日、13日、20日、27日 
 　   4月　3日、10日、17日、24日 

「とらやまの森」の記事を引用される際には、出典が「とらやまの森」であることを明記して下さい。 

☆休館日☆ 　《定期購読について》



























0920-84-5577
0920-84-5578

E-mail :twcc97@yahoo.co.jp
http://www.tsushima-yamaneko.jp/URL

16



4 24



2007



2007

( )

( )

00

( )

( )

)





3 37



3 37



8

       



7

( )

( )

( )

( )

( )

( )

  

7



3 38

1997

7

70 90

2003

4

7

12

1998

A

2004

2 3

3

8

8

10

2000
11

2005

2

10 6

80 110 3 9

11

2001

2003

11

2006

1

2 3

6

10

11

2002

4

6

8 2007

1

23 3

3 3 6

3

3

6

10 10 9



3 38



3 38



交通事故に遭い保護されていた
    ヤマネコ野生に帰る！！！

豊玉町でヤマネコを保護

野生復帰後の追跡調査の結果

野外ケージで療養中のラッキー

　10月15日に豊玉町の国道上
で、交通事故に遭った若いオス
のヤマネコが保護され、野生復
帰に向けて対馬野生生物保護セ
ンターで治療することになりま
した（事故に遭ったものの軽傷
で済んだことから、この記事で
はラッキーと呼ぶことにしま
す）。保護された直後は後肢に
不自然な動きが見られました
が、みるみるうちに回復して、
やがて野外ケージで元気に動き
回るようになりました。

　ラッキーの治療経過は良好で、11月27日に野生復帰させるこ
とになりました。交通事故で保護したヤマネコを、再び野生に
帰すことができるのはとても稀なケースです（ラッキーという
名前は伊達じゃありません！）。さらには、若いヤマネコが自
分のすみか（なわばり）を持ち、一人前の大人になれる可能性
は決して高くありません。元気になったヤマネコを野生に帰す
ことはとても喜ばしいのですが、同時に不安なことも多いので
す。一人で餌を捕って元気に暮らしていけるのか、交通量の多
い道路周辺に留まっていないか、鶏小屋を襲ったりしていない
か・・・などなど。

とらやまの森
2008
January　Vol.

2008 年 1 月 11 日　対馬野生生物保護センター
季刊誌 39 号　対馬市上県町棹崎公園
TEL ： 0920-84-5577 FAX ： 0920-84-5578

豊玉町

田

大綱

志多浦

野生復帰場所

発信機回収場所

382

仁位

吉田

ツシマヤマネコシンポジウム開催！
　3月23日（日）、上県地区公民館（対馬市上県町佐須奈）において、ツ
シマヤマネコ保護に関する市民シンポジウムを開催します。基調講演に
テレビ番組などでおなじみの千石正一氏を迎えた後、市民にできる具体
的なツシマヤマネコ保護の取り組みについて話し合いたいと思います。 Ask
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　10月23日の朝、上対馬町比田勝の国道上でヤマネコの交通事故死体が発見されました。

以前にもほぼ同じ地点で事故が起きており、どちらも亜成獣の交通事故でした。現場検証

を行ってみると、道路の片側は高い河川護岸があり、通り抜けできない環境でした。事故

の瞬間、ヤマネコがどのような動きをしたのかは分かりませんが、別の道路上でヤマネコ

の亜成獣を見たという方の話では、車に対する警戒心が低く、不可思議な行動をとるよう

です。

　事故の瞬間や道路周辺でのヤマネコの目撃情報は、今後の交通事故対策を考える上でと

ても貴重です。ヤマネコをひいてしまった場合でも故意でなければ罪に問われることはあ

りませんので、是非、情報をセンターまでお寄せください。

　10月2日の早朝、上県町の住民の方から「ヤマネコがイヌに襲われて弱っ

ているから来てくれ！」という連絡がありました。現場に急行して確認した

ところイエネコでしたが、とても弱っていました。対馬動物医療センターの

山本先生に治療をお願いし、マイクロチップを読み取る機械で調べてみると

そのネコにはマイクロチップが入っていて、飼い主の元から長い間行方不明

になっていたネコだということがわかりました！！

　そのネコの名前は「つぎお」。山本先生の懸命な治療のかいがあって、つ

ぎおは無事に飼い主のもとに帰りました。もしマイクロチップが無かったら

つぎおは飼い主との再会を果たせなかったことでしょう。現在も、マイクロ

チップの挿入は無料で行っています。ネコを飼っているみなさん、あなた

のネコにもマイクロチップを入れてみてはいかがでしょうか？？

マイクロチップのおかげで (^ ^) v

事故瞬間の情報や道路周辺でのヤマネコ目撃情報求ム！

↑無事に保護された
　　「つぎお」

　11 月 11 日（日）に、厳原町内山にある鮎もどし自然公園で、「市

民参加の森づくりイベント 2007」（主催：ツシマヤマネコ応援団、

共催：NPO 法人対馬郷宿、当センター）が開催されました。初めて

の下島開催でしたが、すばらしい天候にも恵まれ、一般参加・関係

者合わせて約 30 名と一緒にマテバシイやスダジイなど６種類のどん

ぐりのポット苗を作りました。作ったポット苗の数は約 800 個。み

んなで作るとあっという間でした。

  また、当日は応援団員の方がどんぐりクッキーやどんぐりコーヒー

を参加者にふるまいました！植えて、食べて、「どんぐり」の新しい

魅力がわかった一日でした ! この苗を何年か後に下島の森に植樹で

きるように、みんなで大切に育てましょうね (^-^)/ 

作ったポット苗を前に、みんな
で満面の笑みで記念撮影!!

お昼休みのときに参加者にふるまわ
れたマテバシイ入りクッキー(^-^)/

ごうしゅく

マイクロチップは米粒く
らいの大きさで、ネコに
害はありません♪
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　寒い時期となり、ヤマネコ達の恋の季節がやってき

ました。飼育下繁殖は8年目をむかえ、福岡市動物園

の努力により毎年順調に数を増やしてきました。現在

4つの動物園と対馬で33頭のヤマネコが飼育されてい

て、将来的には100頭を目標としています。

 今季からは、福岡市動物園に加えて、東京都の「井

の頭自然文化園」と神奈川県の「よこはま動物園ズー

ラシア」でも繁殖に取り組み、合計5ペアのヤマネコ

で試みます。飼育下におけるネコ科の動物の繁殖は大

変難しいといわれています。繁殖技術と経験を持つ動

物園が増えることは、飼育下のヤマネコの数を安定し

て維持するために必要なのです。

 対馬で保護されて野生復帰が困難だと判断されたヤ

マネコが、10月に井の頭自然文化園とよこはま動物園

ズーラシアにそれぞれ1頭ずつ移動し、近親交配を避

けるために繁殖に参加します。仔ヤマネコの誕生が待

ち遠しいですね。

　2007年6月に、上県町の民家で保護

された子供のツシマテンが10月に東京

都の井の頭自然文化園に移動し、「も

みじ」と名付けられ、人気を集めてい

ます。色々と悪さをして困りもののツ

シマテンですが、あらためて顔を見る

と、とてもかわいらしい動物です。

 ツシマテンは日本の対馬以外の地域

にいるテンと毛の色が違うのが特徴

で、対馬の自然の独自性・素晴らしさ

を多くの人に伝えてくれています。

　2007年11月16日～18日に「東京都動物園友の

会」の会員、総勢19名が対馬に旅行に来ました。

　昨年11月に井の頭自然文化園に行ったヤマネコ

を見て「対馬を見てみたい！」という声があが

り、今回の旅行が実現しました。ヤマネコの保護

活動の現場や対州馬、浅茅湾など、対馬の魅力を

堪能していただき、「歴史や文化など、もっと対

馬のことを知りたくなった」「また対馬に来てみ

たい」という感想をいただきました。

 井の頭自然文化園では、2月23日にヤマネコの講

演会が開催され、ツシマヤマネコを守る会の山村

会長、豆酘中学校の國分校長が講演する予定で

す。今後も、もっと多くの人に対馬を知っていた

だき、対馬に足を運んでもらいたいと思います。

ヤマネコの保護活動の現場（左:舟志,右:田ノ浜）

上:

比
田
勝
で
保
護
さ
れ
た
♂(

東
京)

、
下:

仁
田
で
保
護
さ
れ
た
♀(

横
浜)

飼育下のヤマネコの繁殖計画

ツシマテン、東京に行く 東京都動物園協会友の会が来島！
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イベント名

↑講師の柚木さんに自然のふしぎ ↑牛乳パックを水に入れて、特製の
紙すきでハガキを作ったよ !について教えてもらったよ !!

３ 

月

 「とらやまの森」は対馬島内全戸配布です。セン
ターのカウンターからもご自由にお持ち帰り頂い
ていますが、島外の方は定期購読も受付けていま
す。詳細はセンターまでお問合せください。また
バックナンバーも同様に受付けております。
　第40号は2008年4月発行の予定です。

 通常は月曜が休館日ですが、月曜が祝祭日の場合
は開館し、その翌日が休館日となります。また臨時
休館することもありますので、その都度ご確認くだ
さい。
       2月　4日、12日、18日、25日
       3月　3日、10日、17日、24日、31日
       4月　7日、14日、21日、28日

「とらやまの森」の記事を引用される際には、出典が「とらやまの森」であることを明記して下さい。

☆休館日☆ 　《定期購読について》

どうぶつのお家づくり！
 

　巣箱を利用する動物にはどんなの
がいるかな？利用する動物にあった

巣箱を作ってみよう!                    
           (開催場所:対馬野生生物保護センター)                                    

海鳥救護・エコキャンドル！
　
　家庭から出た廃油を使って、エコ
キャンドルを作ってみよう！そして、
近年対馬海域で発生している海鳥の油
汚染についても勉強しよう！ 
                (開催場所:対馬市交流センター)

自然ふれあいイベント＆ヤマネコ教室

ふれあいイベント報告 ヤマネコ教室の報告

 ◆美津島北部小学校    
 ◆教員10年者研修会
 ◆東京動物園友の会

利用してね !

　
 ◆仁田中学校 　
 ◆仁田小学校 
 ◆比田勝小学校
 ◆阿連小学校
 ◆大船越小学校
 ◆久原小学校

秋の内山盆地ハイク! 牛乳パックでエコ年賀状! 

◆10～12月の利用してくれた団体◆

　春の植物観察会！
　3月23日(日)10：00～12：00
　植物の専門家である國分英俊先生が案
内する対馬の春の植物観察会!!
　いっしょに、対馬の春を探しに行きま
せんか？　
            (開催場所:対馬野生生物保護センター)

3 学期も

冬のイベント開催のお知らせ!

１ 
月

２ 

月

ツシマヤマネコシンポジウム開催！
　3月23日（日）、上県地区公民館（対馬市上県町佐須奈）において、ツシマヤマネコ保

護に関する市民シンポジウムを開催します。基調講演にテレビ番組などでおなじ

みの千石正一氏を迎えた後、市民にできる具体的なツシマヤマネコ保護の取り組みについ

て話し合いたいと思います。

　詳細につきましては、後日、市報やポスターを通じてお知らせします。

乞うご期待ください！ Ask

1月27日(日)13：00～15：00

2月17日(日)13：00～15：00

センターのイベントにいつも来てくれる真央ちゃん !!

今回は豊玉の公民館で実施したよ !!

完成した年賀状 !!

お花に名前をつけたよ !

　10 ～ 12 月もたくさんの方々にセン

ターをご利用いただきました。

　最近は、ヤマネコの糞の中身を調べ

る学習が大人気です !! ただ、問題なの

はいくら処理しても、少し糞のニオイ

が残ることです。けれども、子どもた

ちはニオイと戦いながら、楽しく学習

してくれています。

　興味のある方は、お気軽にお問い合

わせください。（担当：上山・大谷）
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